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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公開番号】特開2014-157189(P2014-157189A)
【公開日】平成26年8月28日(2014.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2014-046
【出願番号】特願2013-26828(P2013-26828)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３１８　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３２２　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潮解性物質を含む最表面層を有する放電生成物除去部材。
【請求項２】
　像保持体と、
　前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、
　帯電した前記像保持体の表面に潜像を形成する潜像形成手段と、
　前記像保持体の表面の潜像をトナーにより現像してトナー像を形成する現像手段と、
　前記像保持体の表面に形成された前記トナー像を記録媒体に転写する転写手段と、
　請求項１に記載の放電生成物除去部材を有し、前記像保持体のトナー像が前記記録媒体
に転写された後、前記像保持体の表面が前記帯電手段によって帯電される前に前記放電生
成物除去部材の最表面層が前記像保持体の表面に接触するように配置された放電生成物除
去手段と、
　前記記録媒体に転写された前記トナー像を定着する定着手段と、
　を備えた画像形成装置。
【請求項３】
　前記トナー像が前記記録媒体に転写された後の前記像保持体の表面に残留するトナーを
除去する像保持体残留トナー除去手段を備え、前記像保持体の表面に対し、前記放電生成
物除去部材が前記像保持体残留トナー除去手段よりも下流側で接触するように配置された
請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　非潮解性の吸水性物質を含む吸水部材を有し、該吸水部材が、前記像保持体の表面に対
し、前記放電生成物除去部材よりも下流側で接触するように配置された吸水手段をさらに
備えた請求項２又は請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　像保持体と、
　前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、
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　帯電した前記像保持体の表面に潜像を形成する潜像形成手段と、
　前記像保持体の表面の潜像をトナーにより現像してトナー像を形成する現像手段と、
　前記像保持体の表面に形成された前記トナー像が転写される中間転写体と、
　前記像保持体の表面に形成された前記トナー像を前記中間転写体の表面に一次転写する
一次転写手段と、
　前記中間転写体の表面に転写された前記トナー像を記録媒体に二次転写する二次転写手
段と、
　請求項１に記載の放電生成物除去部材を有し、前記像保持体のトナー像が前記中間転写
体の表面に一次転写された後、前記像保持体の表面が前記帯電手段によって帯電される前
に前記放電生成物除去部材の最表面層が前記像保持体の表面に接触するように配置された
像保持体放電生成物除去手段、並びに、請求項１に記載の放電生成物除去部材を有し、前
記中間転写体の表面に転写された前記トナー像が前記記録媒体に二次転写された後、前記
中間転写体の表面に前記像保持体のトナー像が一次転写される前に、前記放電生成物除去
部材の最表面層が前記中間転写体の表面及び裏面の少なくとも一方に接触するように配置
された中間転写体放電生成物除去手段の少なくとも一方の放電生成物除去手段と、
　前記記録媒体に転写された前記トナー像を定着する定着手段と、
　を備えた画像形成装置。
【請求項６】
　前記トナー像が前記記録媒体に転写された後の前記中間転写体の表面に残留するトナー
を除去する中間転写体残留トナー除去手段と、前記トナー像が前記中間転写体の表面に転
写された後の前記像保持体の表面に残留するトナーを除去する像保持体残留トナー除去手
段とをさらに備え、
　前記像保持体放電生成物除去手段の放電生成物除去部材の最表面層が、前記像保持体の
表面に対して前記像保持体残留トナー除去手段よりも下流側で接触し、前記中間転写体放
電生成物除去手段の放電生成物除去部材の最表面層が、前記中間転写体の表面に対して前
記中間転写体残留トナー除去手段よりも下流側で接触するように配置されている請求項５
に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記トナー像が前記記録媒体に転写された後の前記中間転写体の表面に残留するトナー
を除去する中間転写体残留トナー除去手段と、前記トナー像が前記中間転写体の表面に転
写された後の前記像保持体の表面に残留するトナーを除去する像保持体残留トナー除去手
段とをさらに備え、
　前記像保持体放電生成物除去手段の放電生成物除去部材の最表面層が、前記像保持体の
表面に対して前記像保持体残留トナー除去手段よりも下流側で接触し、前記中間転写体放
電生成物除去手段の放電生成物除去部材の最表面層が、前記中間転写体の裏面に対して前
記中間転写体残留トナー除去手段よりも下流側で接触するように配置されている請求項５
に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　非潮解性の吸水性物質を含む吸水部材を有し、該吸水部材が、前記像保持体の表面に対
し、前記像保持体放電生成物除去手段の放電生成物除去部材よりも下流側で接触するよう
に配置された像保持体吸水手段と、非潮解性の吸水性物質を含む吸水部材を有し、該吸水
部材が、前記中間転写体に対し、前記中間転写体放電生成物除去手段の放電生成物除去部
材よりも下流側で接触するように配置された中間転写体吸水手段をさらに備えた請求項５
～請求項７のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の放電生成物除去部材を備え、画像形成装置に着脱されるプロセスカー
トリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２の発明は、像保持体と、前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、帯電した
前記像保持体の表面に潜像を形成する潜像形成手段と、前記像保持体の表面の潜像をトナ
ーにより現像してトナー像を形成する現像手段と、前記像保持体の表面に形成された前記
トナー像を記録媒体に転写する転写手段と、請求項１に記載の放電生成物除去部材を有し
、前記像保持体のトナー像が前記記録媒体に転写された後、前記像保持体の表面が前記帯
電手段によって帯電される前に前記放電生成物除去部材の最表面層が前記像保持体の表面
に接触するように配置された放電生成物除去手段と、前記記録媒体に転写された前記トナ
ー像を定着する定着手段と、を備えた画像形成装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項８の発明は、非潮解性の吸水性物質を含む吸水部材を有し、該吸水部材が、前記
像保持体の表面に対し、前記像保持体放電生成物除去手段の放電生成物除去部材よりも下
流側で接触するように配置された像保持体吸水手段と、非潮解性の吸水性物質を含む吸水
部材を有し、該吸水部材が、前記中間転写体に対し、前記中間転写体放電生成物除去手段
の放電生成物除去部材よりも下流側で接触するように配置された中間転写体吸水手段をさ
らに備えた請求項５～請求項７のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　なお、像保持体１０１ａ～１０１ｄの表面に接触する放電生成物除去部材を備えた構成
とする場合は、非潮解性の吸水性物質を含む吸水部材を有し、該吸水部材が、像保持体１
０１ａ～１０１ｄの表面に対し、像保持体放電生成物除去手段の放電生成物除去部材より
も下流側で接触するように配置された像保持体吸水手段を設けることが望ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
－直接転写方式の画像形成装置－
　本実施形態に係る画像形成装置は、像保持体と、前記像保持体の表面を帯電する帯電手
段と、帯電した前記像保持体の表面に潜像を形成する潜像形成手段と、前記像保持体の表
面の潜像をトナーにより現像してトナー像を形成する現像手段と、前記像保持体の表面に
形成された前記トナー像を記録媒体に転写する転写手段と、前記の放電生成物除去部材を
有し、前記像保持体のトナー像が前記記録媒体に転写された後、前記像保持体の表面が前
記帯電手段によって帯電される前に前記放電生成物除去部材の最表面層が前記像保持体の
表面に接触するように配置された放電生成物除去手段と、前記記録媒体に転写された前記
トナー像を定着する定着手段と、を備えて構成されている。
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